
１ ５年目の挑戦 

坂祝町のコミュニティスクールは、2019 年４月

に立ち上げ、今年度５年目を迎えた。以下のよう

に新規の内容を掲げ取り組んだ。 

【令和５年度の新規内容】 

□ コミュニティスクール新聞の発行 

□ コミュニティスクールの合言葉作成 

□ 坂祝小中学校新規転入職員の町内巡り 

□ 坂祝だいすきの具現 

「あいさつの輪を広げよう」 

 

２ 具体的な活動 

（１）コミュニティスクール新聞の発行 

 坂祝町のコミュニティスクールの活動を町民

の方々に知っていただくために、今年度から「コ

ミュニテ―スクール新聞」を月に１度のペースで

発行している。自治会の回覧板に入れ、「コミュニ

ティスクールとは何か。」から始まり、どのような

活動をしているか。また、地域の方にどのように

参加していただくかを発信している。 
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（２）コミュニティスクールの合言葉作成 

コミュニティスクールでは、学校や保護者だけ

でなく、地域も一緒に子どもたちの健やかな育成

を願っている。５年前には「育もう 未来の芽と

郷土愛 ～地域の中に園・学校を 園・学校の中

に地域を～」というスローガンのもとスタートし、

地域の方々が一体となって子どもたちに郷土愛

を育んでいる。今回、「子どもたちにもわかりやす

い合言葉」という願いで、各委員から募集し下記

のように決まった。学校や保護者、地域の活動の

中でも活用している。 

 

【コミュニティスクールの合言葉】 

 

【言葉に込めた思い】 

・「だいすき」は園児、小学校の子どもたちでも読

めてなじみやすい言葉。 

・「ＳＡＫＡＨＯＧＩ」は多文化で外国人児童生徒

にも共有できる表記。 

・地域を大好きになってほしいという意味をシン

プルに表現。 

・「だいすき」の後の「！」を入れることで、より

好きになってほしいという強い意味を込めた。 

（３）坂祝小中学校新規転入職員の町内巡り 

８月２１日（月）に今年度坂祝町の小中学校に

新しく赴任された先生方を対象にした坂祝町の

町内巡りを行った。史跡や企業を回り、坂祝町の

ことを知っていただくことで、子どもたちへの学

習に生かしてほしいというねらいからである。暑

い日ではあったが、熱心に坂祝のことを学んでい

た。コースは、坂祝神社→火塚古墳→岩谷観音→

小西砕石→坂祝町子育て支援拠点施設バンビー

ニ→猿啄城の麓→十二社神社→若林煎餅である。 

（４）坂祝だいすきの具現 

「あいさつの輪を広げよう」 

 坂祝町コミュニティスクールとして、何か一つ

のことを、みんなで取り組めることはないかと話

し合った。そこで「あいさつの輪を広げよう」と

題し、毎月１日は「あいさつ運動の日」として取

り組むことになった。以下は、コミュニティスク

ール新聞より抜粋したものになるが、コミュニテ

ィスクール委員はもとより地域住民にも周知し、

町全体で取り組んでいる。 

 

３ 終わりに 

 坂祝町のコミュニティスクールは５年目を迎

え、一つひとつの課題を解決しながら、着実に成

果を上げてきた。今後も、坂祝町のすべての子ど

もたちが「だいすき！ＳＡＫＡＨＯＧＩ」になる

ために、一人でも多くの地域や保護者の方々にご

理解とご協力をいただき進めていきたい。 
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